
このたびは、ユニオンスチール高さ調整セルライン作業台ＣＬＭ型をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。本製品は、付属の工具（六角レンチ）
１本で組み立てられるシンプルな構造のうえ、高さ調整が出来るので座り作業および立作業用に対応、連結も可能の為セルラインとして最適な作
業台です。また、オプションの種類も豊富で、工場・研究室・事務所等で末永くご使用いただけます。

100kg

作業台に足をかけたり、天板の
上に乗ったりしないで下さい。
■

■

作業台が転倒したり、積載物が落下して、怪
我をする恐れがあります。

■

バランスが悪くなり、作業台が転倒したり、
積載物が落下して、怪我をする恐れがあり
ます。

化学薬品や薬物を扱う作業
には使用しないで下さい。

腐食・変質などにより、作業台の品質が著
しく低下し、作業者の健康を害する恐れ
があります。

組み立てる前に梱包内容がすべて揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせください。
※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立ててください。

ⓐ天板…１

ⓒ後板…１枚

ⓓ下横桟…１本
ⓚ脚（左右有）
ⓛストローク脚

ⓕ段付ボルト…１２本
（Ｍ６×３６）

ⓖトラスネジ…４本
（Ｍ６×１５）※連結金具用

ⓗＳＷ…１６個
（スプリングワッシャー）

ⓘナット…１２個
（Ｍ６）

ⓙ六角レンチ…１本
（対辺５）

ⓑ上枠…１
ⓜアジャスター
ⓝ高さ調整金具

…各１
…４
…４
…４
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ⓔ連結金具…１枚

ⓞ樹脂キャップ
…２個

連結方法
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拡大図
④

（注意）

他の３本のストローク脚ⓛも１、２の手順で高さを合わせて調整を行って下さい。

※「高さ調整方法」をご覧のうえ、任意の高さに合わせて下さい。

20mmメラミン天板
ＣＬＭ－  ９００－００
ＣＬＭ－１２００－００
ＣＬＭ－１５００－００

間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm
　９００×８００×７００～９００
１２００×８００×７００～９００
１５００×８００×７００～９００

仕様

ＣＬＭ型　高さ調整セルライン作業台　組立説明図

天板ⓐと上枠ⓑのセットを裏返して置き、脚ⓚの大きな穴が開い
ている方を外側にして、上枠ⓑの側面のボルト穴に合わせ段付ボ
ルトⓕを差し込み、ＳＷⓗとナットⓘで仮止めして下さい（４ヵ所）。
この時、脚ⓚの後方の角パイプは天板ⓐの外に出ます。

下横桟ⓓを脚ⓚの下桟の間にはめ込み、ボルト穴を合わせ
段付ボルトⓕを差し込み、ＳＷⓗとナットⓘで仮止めして下
さい（４ヵ所）。

後板ⓒを脚ⓚの後方にはめ込み、ボルト穴を合わせ段付ボ
ルトⓕを差し込み、ＳＷⓗとナットⓘで仮止めして下さい（４
ヵ所）。次に１、２、３で仮止めした段付ボルトⓕを六角レンチ
ⓙでしっかりと締め付けて下さい。

２台並べて天板ⓐと天板ⓐのつなぎの部分に連結金具ⓔを
当て、穴を天板ⓐのナット位置に合わせて、トラスネジⓖとＳ
Ｗⓗで仮止めして下さい（４ヵ所）。

ストローク脚ⓛ
を上げる

ノブボルトを
緩める

高さ調整金具ⓝ
を外す

高さ調整金具ⓝ
をはめ込む

金具をしっかりはめ
込まないと、ストロー
ク脚ⓛが落ちる可能
性があります。

ストローク脚ⓛがしっかり固定されていることを確認してから、作業台を起こして任意の場所に設置し、アジャスターⓜで水平調
節を行い、脚４本が床面に接地しているのを確認してからご使用下さい。

均等静止荷重　100kg

3梱包中の 3梱包中の 3梱包中の

組立順序
均等静止荷重 ※均等静止荷重とは、天板の表面に均一に荷重をかけた場合に耐えられる重さの合計量をいいます。

※表示荷重内であっても、一部に集中荷重をかけないで下さい。

■表示荷重以上の荷重をかけ
ないで下さい。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐
れがあります。

■ 不安定な場所に設置しない
で下さい。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

■ 側面や正面から大きな力
をかけないで下さい。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする
恐れがあります。

屋外や水のかかる場所に設置せ
ず、また濡れた物を置かないで
下さい。

■

表示荷重内であっても、一部に
集中荷重をかけないで下さい。
■

作業台にサビが発生しやすくなり、強度等、
品質が著しく低下する恐れがあります。

天板面は必ず水平になるよう、
アジャスターを調節して下さい。
■

傾いていると作業台が転倒したり、積載物
が落下したりして、怪我をする恐れがありま
す。

組み立ては、この組立・取扱説明
書に記載の組み立て手順に従っ
て下さい。

■

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒
れたりして、怪我をする恐れがあります。

作業台の上枠の端面を素手で
触らないで下さい。

■

鋭利な部分に触れて、怪我をする恐れがあ
ります。

高さ調節を行う際は、必ず軍手
等保護具を使用し、高さ調整金
具をしっかりはめ込み、作業台を
裏返して行って下さい。

■

隙間に指を挟んだり、作業台が傾いたりし
て、怪我をする恐れがあります。

作業台の切断、改造をしない
で下さい。

作業台が不安定になり危険です。また、
切断面のバリ等で怪我をする恐れがあ
ります。

■

樹脂キャップⓞを脚ⓚの後方の角パイプ
に、ハンマー等で叩き込んで下さい（左右
各２ヵ所）。※支柱（ＣＬＡ）を取り付ける場
合は、この作業は不要です。

ストローク脚ⓛ
を下げる

⑤

ａ

ｋ

後方の角パイプが
天板ⓐの外に出る
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３
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外側は大きな穴内側は小さな穴

キャスター付での使用はしない
で下さい。

高さ調整セルライン作業台　ＣＬＭ型



高さ調整セルライン作業台　ＣＬＭ型
このたびは、ＴＲＵＳＣＯ高さ調整セルライン作業台ＣＬＭ型をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。本製品は、付属の工具（六角レンチ）１本で
組み立てられるシンプルな構造のうえ、高さ調整が出来るので座り作業および立作業用に対応、連結も可能の為セルラインとして最適な作業台で
す。また、オプションの種類も豊富で、工場・研究室・事務所等で末永くご使用いただけます。

100kg

作業台に足をかけたり、天板の
上に乗ったりしないで下さい。
■

■

作業台が転倒したり、積載物が落下して、怪
我をする恐れがあります。

■

バランスが悪くなり、作業台が転倒したり、
積載物が落下して、怪我をする恐れがあり
ます。

化学薬品や薬物を扱う作業
には使用しないで下さい。

腐食・変質などにより、作業台の品質が著
しく低下し、作業者の健康を害する恐れ
があります。

組み立てる前に梱包内容がすべて揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせください。
※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立ててください。

ⓐ天板…１

ⓒ後板…１枚

ⓓ下横桟…１本
ⓚ脚（左右有）
ⓛストローク脚

ⓕ段付ボルト…１２本
（Ｍ６×３６）

ⓖトラスネジ…４本
（Ｍ６×１５）※連結金具用

ⓗＳＷ…１６個
（スプリングワッシャー）

ⓘナット…１２個
（Ｍ６）

ⓙ六角レンチ…１本
（対辺５）

ⓑ上枠…１
ⓜアジャスター
ⓝ高さ調整金具
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ⓔ連結金具…１枚

ⓞ樹脂キャップ
…２個

連結方法
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拡大図
④

（注意）

他の３本のストローク脚ⓛも１、２の手順で高さを合わせて調整を行って下さい。

※「高さ調整方法」をご覧のうえ、任意の高さに合わせて下さい。

20mmメラミン天板
ＣＬＭ－  ９００－００
ＣＬＭ－１２００－００
ＣＬＭ－１５００－００

間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm
　９００×８００×７００～９００
１２００×８００×７００～９００
１５００×８００×７００～９００

仕様

ＣＬＭ型　高さ調整セルライン作業台　組立説明図

天板ⓐと上枠ⓑのセットを裏返して置き、脚ⓚの大きな穴が開い
ている方を外側にして、上枠ⓑの側面のボルト穴に合わせ段付ボ
ルトⓕを差し込み、ＳＷⓗとナットⓘで仮止めして下さい（４ヵ所）。
この時、脚ⓚの後方の角パイプは天板ⓐの外に出ます。

下横桟ⓓを脚ⓚの下桟の間にはめ込み、ボルト穴を合わせ
段付ボルトⓕを差し込み、ＳＷⓗとナットⓘで仮止めして下
さい（４ヵ所）。

後板ⓒを脚ⓚの後方にはめ込み、ボルト穴を合わせ段付ボ
ルトⓕを差し込み、ＳＷⓗとナットⓘで仮止めして下さい（４
ヵ所）。次に１、２、３で仮止めした段付ボルトⓕを六角レンチ
ⓙでしっかりと締め付けて下さい。

２台並べて天板ⓐと天板ⓐのつなぎの部分に連結金具ⓔを
当て、穴を天板ⓐのナット位置に合わせて、トラスネジⓖとＳ
Ｗⓗで仮止めして下さい（４ヵ所）。

ストローク脚ⓛ
を上げる

ノブボルトを
緩める

高さ調整金具ⓝ
を外す

高さ調整金具ⓝ
をはめ込む

金具をしっかりはめ
込まないと、ストロー
ク脚ⓛが落ちる可能
性があります。

ストローク脚ⓛがしっかり固定されていることを確認してから、作業台を起こして任意の場所に設置し、アジャスターⓜで水平調
節を行い、脚４本が床面に接地しているのを確認してからご使用下さい。

均等静止荷重　100kg

3梱包中の 3梱包中の 3梱包中の

組立順序
均等静止荷重 ※均等静止荷重とは、天板の表面に均一に荷重をかけた場合に耐えられる重さの合計量をいいます。

※表示荷重内であっても、一部に集中荷重をかけないで下さい。

■表示荷重以上の荷重をかけ
ないで下さい。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐
れがあります。

■ 不安定な場所に設置しない
で下さい。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

■ 側面や正面から大きな力
をかけないで下さい。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする
恐れがあります。

屋外や水のかかる場所に設置せ
ず、また濡れた物を置かないで
下さい。

■

表示荷重内であっても、一部に
集中荷重をかけないで下さい。
■

作業台にサビが発生しやすくなり、強度等、
品質が著しく低下する恐れがあります。

天板面は必ず水平になるよう、
アジャスターを調節して下さい。
■

傾いていると作業台が転倒したり、積載物
が落下したりして、怪我をする恐れがありま
す。

組み立ては、この組立・取扱説明
書に記載の組み立て手順に従っ
て下さい。

■

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒
れたりして、怪我をする恐れがあります。

作業台の上枠の端面を素手で
触らないで下さい。

■

鋭利な部分に触れて、怪我をする恐れがあ
ります。

高さ調節を行う際は、必ず軍手
等保護具を使用し、高さ調整金
具をしっかりはめ込み、作業台を
裏返して行って下さい。

■

隙間に指を挟んだり、作業台が傾いたりし
て、怪我をする恐れがあります。

作業台の切断、改造をしない
で下さい。

作業台が不安定になり危険です。また、
切断面のバリ等で怪我をする恐れがあ
ります。

■

樹脂キャップⓞを脚ⓚの後方の角パイプ
に、ハンマー等で叩き込んで下さい（左右
各２ヵ所）。※支柱（ＣＬＡ）を取り付ける場
合は、この作業は不要です。

ストローク脚ⓛ
を下げる
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キャスター付での使用はしない
で下さい。



組み立てる前に梱包内容がすべて揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせください。
※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立ててください。

ＣＬＭ型　オプション　組立説明図

ＣＬＭ型　オプション　組立説明図

ⓕ段付ボルト…Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ参照
（Ｍ６×３６）

ⓦトラスネジ…Ａ,Ｅ参照
（Ｍ６×１０）

ⓗＳＷ…Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ参照
（スプリングワッシャー）

ⓘナット…Ｂ,Ｃ,Ｄ参照
（Ｍ６）

ⓧフランジナット…Ｅ参照
（Ｍ６）

ⓙ六角レンチ
（対辺５）ＣＬＭ型に同梱

部品明細
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Ａ.支柱（ＣＬＡ）取付方法【後付けの場合】

後板ⓒを取り付けている段付ボルトⓕを、上の方だけ取り外して下さい（左右各1本）。１

２

３

１

１

２

２

３

３

４

箱から支柱ⓟを取り出し、大きな穴が開いている方を外側にして、図のように脚ⓚの
上に差し込んで下さい（左右各1ヵ所）。

後板ⓒと脚ⓚの穴を合わせて、後板ⓒの内側からＳＷⓗとトラスネジ（Ｍ６×１０）
ⓠで仮止めして下さい（左右各２ヵ所）。脚ⓚの外側からも同様にＳＷⓗとトラスネ
ジ（Ｍ６×１０）ⓦで仮止めして下さい（左右各２ヵ所）。

他のオプション部品の取り付けが終わると、３で仮止めしたトラスネジ（Ｍ６×１０）
ⓦをプラスドライバーでしっかり締め付けて下さい。

Ａ.（ＣＬＡ）

Ｂ.（ＣＬＣ）
Ｄ.（ＣＬＲ,ＣＬＥ）

Ｃ.（ＣＬＳＰ） Ｅ.（ＣＬＨＴ） ボルト類

必要工具

ⓠコンテナ受け桟…１本

ⓟ支柱…２本
※左右有り
組立時注意 ⓡパネル＆ボード…1枚

ⓣハンガーレール…1本

ⓤレール取付金具…2個

ⓥハンガーフック…2個ⓢ上棚…1枚

１

２

コンテナ受け桟ⓠの穴を、支柱ⓟに開いている任意の穴に合わせて、外側から段付
ボルトⓕを差し込み、内側からＳＷⓗとナットⓘで仮止めして下さい（左右各１ヵ所）。

他のオプション部品の取付が終わると、１で仮止めした段付ボルトⓕを六角レンチⓙ
でしっかり締め付けて下さい。

fp
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ih

パネル ホワイトボード

１

２

パネル＆ボードⓡを左右の支柱ⓟの間に入れ、支柱ⓟの穴にパネル＆ボードⓡの穴を
合わせて、ホワイトボード側の外側から段付ボルトⓕで仮止めして下さい（２ヵ所）。ま
た、パネル側の外側から段付ボルトⓕを差し込み、内側からSWⓗとナットⓘで仮止め
して下さい（２ヵ所）。

他のオプション部品の取り付けが終わると、１で仮止めした段付ボルトⓕを六角レンチ
ⓙでしっかり締め付けて下さい。

他のオプション部品の取り付けが終わると、２で仮止めした段付ボルトⓕを六
角レンチⓙでしっかり締め付けて下さい。

プラスドライバー

ⓗ…8個、ⓦ…8個

Ｂ.コンテナ受け桟（ＣＬＣ）取付方法 ⓕ…2本、ⓗ…２個、ⓘ…2個

Ｃ.パネル＆ボード（ＣＬＳＰ）取付方法 ⓕ…４本、ⓗ…２個、ⓘ…2個

Ｄ.上棚（ＣＬＲ,ＣＬＥ）取付方法 ⓕ…４本、ⓗ…４個、ⓘ…４個

Ｅ.レールハンガー（ＣＬＨＴ）取付方法 ⓕ…２本、ⓗ…２個
ⓦ…２個、ⓧ…２個

ＣＬＣ－  900
ＣＬＣ－１２00
ＣＬＣ－１５00

コンテナ受け桟
Ｗ  ７６９×Ｄ５１×Ｈ６０
Ｗ１０６９×Ｄ５１×Ｈ６０
Ｗ１３６９×Ｄ５１×Ｈ６０

品名
支柱

型番
ＣＬＡ Ｗ２６×Ｄ４０５×Ｈ１２７０

寸法（mm）

品名 型番

ＣＬＳＰ－  900
ＣＬＳＰ－１２00
ＣＬＳＰ－１５00

パネル＆ボード
Ｗ  ７４９×Ｄ４０×Ｈ３３２
Ｗ１０４９×Ｄ４０×Ｈ３３２
Ｗ１３４９×Ｄ４０×Ｈ３３２

寸法（mm）品名 型番 寸法（mm）
仕様

s

p

f

i h

上棚ⓢを、支柱ⓟの前の桟にスライドさせてはめ込んで下さい。

支柱ⓟの穴と上棚ⓢの穴を合わせ、外側から段付ボルトⓕを差し込み、内側か
らＳＷⓗとナットⓘで仮止めして下さい（左右各２ヵ所）。

u x
f

t
９０度回転

h

w

v
t

図－１

p

レール取付金具ⓤを支柱ⓟの穴に合わせて、外側から段付ボルトⓕを差し込み、
内側からフランジナットⓧをしっかり締め付けて下さい（左右各１ヵ所）。

図－１のようにハンガーレールⓣにハンガーフックⓥを入れ（２個）、ハンガーレ
ールⓣを横にしてレール取付金具ⓤにはめ込み、９０度回転させて下さい。

ハンガーレールⓣの穴をレール取付金具ⓤのナット位置に合わせて、上からＳＷ
ⓗとトラスネジ（Ｍ６×１０）ⓦでしっかり締め付けて下さい（左右各１ヵ所）。

このたびは、ユニオンスチールＣＬＭ型オプションをお買い上げ頂き誠にありがとうございます。ＣＬＭ型に豊富な種類のオプションを取り付けることに
より、作業効率が格段に向上し、また組み換えも可能ですので、末永くご使用いただけます。

■ 側面や正面から大きな力をかけないで下さい。
破損・変形・転倒し、怪我をする恐れがあります。

■ 用途以外には使用しないで下さい。
用途以外に使用しますと、怪我の原因になります。

屋外や水のかかる場所に設置せず、また
濡れた物を置かないで下さい。

■

サビが発生しやすくなり、強度等、品質が著しく低下す
る恐れがあります。

組み立ては、この組立・取扱説明書に
記載の組み立て手順に従って下さい。

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒れたり
して、怪我をする恐れがあります。

切断、改造をしないで下さい。
不安定になり危険です。また、切断面のバリ
等で怪我をする恐れがあります。

■

●本製品を第三者に譲渡、貸し出しする場合、必ずこの説明書を添えてお渡し下さい。
※この取扱説明書は紛失しないよう、大切に保管して下さい。

※部品明細は表面に記載

ＣＬＨＴ－  900ＬＢＴ
ＣＬＨＴ－１２00ＬＢＴ
ＣＬＨＴ－１５00ＬＢＴ

レールハンガー
Ｗ  ７７１×Ｄ４０×Ｈ６３
Ｗ１０７１×Ｄ４０×Ｈ６３
Ｗ１３７１×Ｄ４０×Ｈ６３

ＣＬＲ（ＣＬＥ）－  900
ＣＬＲ（ＣＬＥ）－１２00
ＣＬＲ（ＣＬＥ）－１５00

（ ）内はLED付

Ｗ  ７７５×Ｄ２００×Ｈ５４
Ｗ１０７５×Ｄ２００×Ｈ５４
Ｗ１３７５×Ｄ２００×Ｈ５４

上棚

外側は大きな穴内側は小さな穴

仕様

ＣＬＭ型　オプション



組み立てる前に梱包内容がすべて揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせください。
※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立ててください。

ＣＬＭ型　オプション　組立説明図

ＣＬＭ型　オプション　組立説明図

ⓕ段付ボルト…Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ参照
（Ｍ６×３６）

ⓦトラスネジ…Ａ,Ｅ参照
（Ｍ６×１０）

ⓗＳＷ…Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ参照
（スプリングワッシャー）

ⓘナット…Ｂ,Ｃ,Ｄ参照
（Ｍ６）

ⓧフランジナット…Ｅ参照
（Ｍ６）

ⓙ六角レンチ
（対辺５）ＣＬＭ型に同梱

部品明細

c

p

a

hw
k

Ａ.支柱（ＣＬＡ）取付方法【後付けの場合】

後板ⓒを取り付けている段付ボルトⓕを、上の方だけ取り外して下さい（左右各1本）。１

２

３

１

１

２

２

３

３

４

箱から支柱ⓟを取り出し、大きな穴が開いている方を外側にして、図のように脚ⓚの
上に差し込んで下さい（左右各1ヵ所）。

後板ⓒと脚ⓚの穴を合わせて、後板ⓒの内側からＳＷⓗとトラスネジ（Ｍ６×１０）
ⓠで仮止めして下さい（左右各２ヵ所）。脚ⓚの外側からも同様にＳＷⓗとトラスネ
ジ（Ｍ６×１０）ⓦで仮止めして下さい（左右各２ヵ所）。

他のオプション部品の取り付けが終わると、３で仮止めしたトラスネジ（Ｍ６×１０）
ⓦをプラスドライバーでしっかり締め付けて下さい。

Ａ.（ＣＬＡ）

Ｂ.（ＣＬＣ）
Ｄ.（ＣＬＲ,ＣＬＥ）

Ｃ.（ＣＬＳＰ） Ｅ.（ＣＬＨＴ） ボルト類

必要工具

ⓠコンテナ受け桟…１本

ⓟ支柱…２本
※左右有り
組立時注意 ⓡパネル＆ボード…1枚

ⓣハンガーレール…1本

ⓤレール取付金具…2個

ⓥハンガーフック…2個ⓢ上棚…1枚

１

２

コンテナ受け桟ⓠの穴を、支柱ⓟに開いている任意の穴に合わせて、外側から段付
ボルトⓕを差し込み、内側からＳＷⓗとナットⓘで仮止めして下さい（左右各１ヵ所）。

他のオプション部品の取付が終わると、１で仮止めした段付ボルトⓕを六角レンチⓙ
でしっかり締め付けて下さい。

fp
q

i
h

p

r

f

ih

パネル ホワイトボード

１

２

パネル＆ボードⓡを左右の支柱ⓟの間に入れ、支柱ⓟの穴にパネル＆ボードⓡの穴を
合わせて、ホワイトボード側の外側から段付ボルトⓕで仮止めして下さい（２ヵ所）。ま
た、パネル側の外側から段付ボルトⓕを差し込み、内側からSWⓗとナットⓘで仮止め
して下さい（２ヵ所）。

他のオプション部品の取り付けが終わると、１で仮止めした段付ボルトⓕを六角レンチ
ⓙでしっかり締め付けて下さい。

他のオプション部品の取り付けが終わると、２で仮止めした段付ボルトⓕを六
角レンチⓙでしっかり締め付けて下さい。

プラスドライバー

ⓗ…8個、ⓦ…8個

Ｂ.コンテナ受け桟（ＣＬＣ）取付方法 ⓕ…2本、ⓗ…２個、ⓘ…2個

Ｃ.パネル＆ボード（ＣＬＳＰ）取付方法 ⓕ…４本、ⓗ…２個、ⓘ…2個

Ｄ.上棚（ＣＬＲ,ＣＬＥ）取付方法 ⓕ…４本、ⓗ…４個、ⓘ…４個

Ｅ.レールハンガー（ＣＬＨＴ）取付方法 ⓕ…２本、ⓗ…２個
ⓦ…２個、ⓧ…２個

ＣＬＣ－  900
ＣＬＣ－１２00
ＣＬＣ－１５00

コンテナ受け桟
Ｗ  ７６９×Ｄ５１×Ｈ６０
Ｗ１０６９×Ｄ５１×Ｈ６０
Ｗ１３６９×Ｄ５１×Ｈ６０

品名
支柱

型番
ＣＬＡ Ｗ２６×Ｄ４０５×Ｈ１２７０

寸法（mm）

品名 型番

ＣＬＳＰ－  900
ＣＬＳＰ－１２00
ＣＬＳＰ－１５00

パネル＆ボード
Ｗ  ７４９×Ｄ４０×Ｈ３３２
Ｗ１０４９×Ｄ４０×Ｈ３３２
Ｗ１３４９×Ｄ４０×Ｈ３３２

寸法（mm）品名 型番 寸法（mm）
仕様

s

p

f

i h

上棚ⓢを、支柱ⓟの前の桟にスライドさせてはめ込んで下さい。

支柱ⓟの穴と上棚ⓢの穴を合わせ、外側から段付ボルトⓕを差し込み、内側か
らＳＷⓗとナットⓘで仮止めして下さい（左右各２ヵ所）。

u x
f

t
９０度回転

h

w

v
t

図－１

p

レール取付金具ⓤを支柱ⓟの穴に合わせて、外側から段付ボルトⓕを差し込み、
内側からフランジナットⓧをしっかり締め付けて下さい（左右各１ヵ所）。

図－１のようにハンガーレールⓣにハンガーフックⓥを入れ（２個）、ハンガーレ
ールⓣを横にしてレール取付金具ⓤにはめ込み、９０度回転させて下さい。

ハンガーレールⓣの穴をレール取付金具ⓤのナット位置に合わせて、上からＳＷ
ⓗとトラスネジ（Ｍ６×１０）ⓦでしっかり締め付けて下さい（左右各１ヵ所）。

ＣＬＭ型　オプション
このたびは、ＴＲＵＳＣＯのＣＬＭ型オプションをお買い上げ頂き誠にありがとうございます。ＣＬＭ型に豊富な種類のオプションを取り付けることにより、
作業効率が格段に向上し、また組み換えも可能ですので、末永くご使用いただけます。

■ 側面や正面から大きな力をかけないで下さい。
破損・変形・転倒し、怪我をする恐れがあります。

■ 用途以外には使用しないで下さい。
用途以外に使用しますと、怪我の原因になります。

屋外や水のかかる場所に設置せず、また
濡れた物を置かないで下さい。

■

サビが発生しやすくなり、強度等、品質が著しく低下す
る恐れがあります。

組み立ては、この組立・取扱説明書に
記載の組み立て手順に従って下さい。

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒れたり
して、怪我をする恐れがあります。

切断、改造をしないで下さい。
不安定になり危険です。また、切断面のバリ
等で怪我をする恐れがあります。

■

●本製品を第三者に譲渡、貸し出しする場合、必ずこの説明書を添えてお渡し下さい。
※この取扱説明書は紛失しないよう、大切に保管して下さい。

※部品明細は表面に記載

ＣＬＨＴ－  900ＬＢＴ
ＣＬＨＴ－１２00ＬＢＴ
ＣＬＨＴ－１５00ＬＢＴ

レールハンガー
Ｗ  ７７１×Ｄ４０×Ｈ６３
Ｗ１０７１×Ｄ４０×Ｈ６３
Ｗ１３７１×Ｄ４０×Ｈ６３

ＣＬＲ（ＣＬＥ）－  900
ＣＬＲ（ＣＬＥ）－１２00
ＣＬＲ（ＣＬＥ）－１５00

（ ）内はLED付

Ｗ  ７７５×Ｄ２００×Ｈ５４
Ｗ１０７５×Ｄ２００×Ｈ５４
Ｗ１３７５×Ｄ２００×Ｈ５４

上棚

外側は大きな穴内側は小さな穴

仕様



ＬＥＤライトは１００Ｖ交流で使用
して下さい。

火災・感電の危険がありますので、定格電
圧以外では使用しないで下さい。

化学薬品や薬物を扱う作業に
は使用しないで下さい。

腐食・変質などにより、品質が著しく低
下し、作業者の健康を害する恐れがあ
ります。

■

ＬＥＤライトに異常を感じたら速
やかに電源を切って下さい。

すぐに電源を切り、お買上げの販売店また
はお客様相談室へお問い合わせ下さい。

■
ＬＥＤライトに水などの液体をか
けたり、濡らしたりしないで下さ
い。

ショートや発熱により、火災・感電の原因と
なります。

■

ネジ等の緩みの点検は定期的に
行って下さい。

ネジが緩んでくると、破損や事故の可能性
が起こります。怪我防止も含め、定期的に
点検して下さい。

■

分解や改造はしないで下さい。
感電や火災や壊れる原因となり、事故や怪
我に繋がります。また、ＬＥＤの交換は出来
ません。

■

屋外や水のかかる場所に設置せ
ず、また、濡れた物を置かないで
下さい。

■

サビが発生しやすくなり、強度等、品質が著
しく低下する恐れがあります。

ＬＥＤライトの点灯中・消灯直後は、
照明器具に触れないで下さい。

■■

火傷の原因になる場合があります。

ＬＥＤ光源を直視しないで下さい。■
目の痛みの原因になる場合があります。

長期間使用しない場合は、電源プ
ラグをコンセントから抜いて下さ
い。

■

絶縁劣化、漏電などにより、火災の原因とな
ることがあります。

組み立ては、この組立・取扱説明
書に記載の組み立て手順に従っ
て下さい。

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒
れたりして、怪我をする恐れがあります。

作業台以外には取り付けない
で下さい。

■

製品本来の用途以外では使用しないで下
さい。想定外の事故の原因になります。

■

■

表示荷重以上の荷重をかけない
で下さい。

側面や正面から大きな力をかけ
ないで下さい。

耐荷重の範囲を超える積載は、製品破損や
積載物落下による怪我の原因になります。

破損・変形・転倒し、怪我をする恐れがあり
ます。

■ 不安定な場所に設置しないで下
さい。

転倒したり、積載物が落下したりして、怪我
をする恐れがあります。

この度は、ユニオンスチールＬＥＤ照明器具付上棚ＬＥ、ＣＬＥ、ＵＬＲＬＥ型をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。本製品は、作業台
に取付可能で、工具（六角レンチ）１本で組み立てられるシンプルな構造です。また、ＬＥＤ照明器具付ですので、作業の視認性が向上し
ます。工場や研究室、学校等で末永くご使用いただけます。（※器具とＬＥＤは一体型でＬＥＤは交換できません）

組み立てる前に梱包内容がすべて揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせください。
※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立ててください。

組み立てる前に梱包内容がすべて揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせください。
※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立ててください。

型番 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm
 900×350×125 ULRLE－  900

 ULRLE－1200 1200×350×125

部品明細 ⓐ上棚（ＬＥＤ照明器具付）…１枚 ⓑ段付ボルト…４本
（Ｍ６×３６）

ⓒＳＷ…４個
（スプリングワッシャー）

ⓓナット（Ｍ６）…４個

支柱

１ 上棚ⓐを支柱の横桟にスライドさせて下さい。

１ ＵＬＲＴ型本体の柱の長穴に、上棚側板ⓑの爪を引っ
掛け（左右注意）、ＳＷⓓとキャップボルトⓒを差し込
み、六角レンチ（対辺４）でしっかり締め付けて下さい
（２ヵ所）。反対側の柱にも、高さを合わせて同様に上
棚側板ⓑを取り付けて下さい。

２ 任意のボルト穴に合わせ、外側から段付ボルトⓑを差し込み、
内側からＳＷⓒとナットⓓで仮止めして下さい（４ヵ所）。仮止め
が終わると、六角レンチ（対辺５）でしっかり締め付けて下さい。

b

b

b

d
a

a

a

c

c
ｄ

c ｄ

部品明細
ⓐ上棚（ＬＥＤ照明器具付）…１枚

ⓓＳＷ…８個
（スプリングワッシャー）

ⓑ上棚側板…左右各１枚
ⓒキャップボルト…８本
（Ｍ５×１０）

柱 長穴

爪

２ 上棚ⓐの穴を上棚側板ⓑの穴に合わせ、外側からＳＷ
ⓓとキャップボルトⓒを差し込み、六角レンチ（対辺４）
でしっかり締め付けて下さい（４ヵ所）。

型番 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm型番
 775×200×54
1075×200×54
1375×200×54

 875×200×54 LE－　900T  CLE－  900T
 CLE－1200T
 CLE－1500T

 LE－1200Ｔ
 LE－1500Ｔ
 LE－1800Ｔ

1175×200×54
1475×200×54
1775×200×54

六角レンチ（対辺５）

必要工具

六角レンチ（対辺4）

必要工具

ＬＥＤ照明器具付上棚　ＬＥ,ＣＬＥ，ＵＬＲＬＥ型

仕様

仕様

ＬＥ,ＣＬＥ型　ＬＥＤ照明器具付上棚　組立説明図

ＵＬＲＬＥ型　ＬＥＤ照明器具付上棚　組立説明図

中間スイッチ付４ｍコード

中間スイッチ付４ｍコード



ＬＥＤライトは１００Ｖ交流で使用
して下さい。

火災・感電の危険がありますので、定格電
圧以外では使用しないで下さい。

化学薬品や薬物を扱う作業に
は使用しないで下さい。

腐食・変質などにより、品質が著しく低
下し、作業者の健康を害する恐れがあ
ります。

■

ＬＥＤライトに異常を感じたら速
やかに電源を切って下さい。

すぐに電源を切り、お買上げの販売店また
はお客様相談室へお問い合わせ下さい。

■
ＬＥＤライトに水などの液体をか
けたり、濡らしたりしないで下さ
い。

ショートや発熱により、火災・感電の原因と
なります。

■

ネジ等の緩みの点検は定期的に
行って下さい。

ネジが緩んでくると、破損や事故の可能性
が起こります。怪我防止も含め、定期的に
点検して下さい。

■

分解や改造はしないで下さい。
感電や火災や壊れる原因となり、事故や怪
我に繋がります。また、ＬＥＤの交換は出来
ません。

■

屋外や水のかかる場所に設置せ
ず、また、濡れた物を置かないで
下さい。

■

サビが発生しやすくなり、強度等、品質が著
しく低下する恐れがあります。

ＬＥＤライトの点灯中・消灯直後は、
照明器具に触れないで下さい。

■■

火傷の原因になる場合があります。

ＬＥＤ光源を直視しないで下さい。■
目の痛みの原因になる場合があります。

長期間使用しない場合は、電源プ
ラグをコンセントから抜いて下さ
い。

■

絶縁劣化、漏電などにより、火災の原因とな
ることがあります。

組み立ては、この組立・取扱説明
書に記載の組み立て手順に従っ
て下さい。

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒
れたりして、怪我をする恐れがあります。

作業台以外には取り付けない
で下さい。

■

製品本来の用途以外では使用しないで下
さい。想定外の事故の原因になります。

■

■

表示荷重以上の荷重をかけない
で下さい。

側面や正面から大きな力をかけ
ないで下さい。

耐荷重の範囲を超える積載は、製品破損や
積載物落下による怪我の原因になります。

破損・変形・転倒し、怪我をする恐れがあり
ます。

■ 不安定な場所に設置しないで下
さい。

転倒したり、積載物が落下したりして、怪我
をする恐れがあります。

この度は、ＴＲＵＳＣＯのＬＥＤ照明器具付上棚ＬＥ、ＣＬＥ、ＵＬＲＬＥ型をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。本製品は、作業台に取
付可能で、工具（六角レンチ）１本で組み立てられるシンプルな構造です。また、ＬＥＤ照明器具付ですので、作業の視認性が向上します。
工場や研究室、学校等で末永くご使用いただけます。（※器具とＬＥＤは一体型でＬＥＤは交換できません）

組み立てる前に梱包内容がすべて揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせください。
※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立ててください。

組み立てる前に梱包内容がすべて揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせください。
※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立ててください。

型番 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm
 900×350×125 ULRLE－  900

 ULRLE－1200 1200×350×125

部品明細 ⓐ上棚（ＬＥＤ照明器具付）…１枚 ⓑ段付ボルト…４本
（Ｍ６×３６）

ⓒＳＷ…４個
（スプリングワッシャー）

ⓓナット（Ｍ６）…４個

支柱

１ 上棚ⓐを支柱の横桟にスライドさせて下さい。

１ ＵＬＲＴ型本体の柱の長穴に、上棚側板ⓑの爪を引っ
掛け（左右注意）、ＳＷⓓとキャップボルトⓒを差し込
み、六角レンチ（対辺４）でしっかり締め付けて下さい
（２ヵ所）。反対側の柱にも、高さを合わせて同様に上
棚側板ⓑを取り付けて下さい。

２ 任意のボルト穴に合わせ、外側から段付ボルトⓑを差し込み、
内側からＳＷⓒとナットⓓで仮止めして下さい（４ヵ所）。仮止め
が終わると、六角レンチ（対辺５）でしっかり締め付けて下さい。

b
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d
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a

a

c

c
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部品明細
ⓐ上棚（ＬＥＤ照明器具付）…１枚

ⓓＳＷ…８個
（スプリングワッシャー）

ⓑ上棚側板…左右各１枚
ⓒキャップボルト…８本
（Ｍ５×１０）

柱 長穴

爪

２ 上棚ⓐの穴を上棚側板ⓑの穴に合わせ、外側からＳＷ
ⓓとキャップボルトⓒを差し込み、六角レンチ（対辺４）
でしっかり締め付けて下さい（４ヵ所）。

型番 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm型番
 775×200×54
1075×200×54
1375×200×54

 875×200×54 LE－　900T  CLE－  900T
 CLE－1200T
 CLE－1500T

 LE－1200Ｔ
 LE－1500Ｔ
 LE－1800Ｔ

1175×200×54
1475×200×54
1775×200×54

六角レンチ（対辺５）

必要工具

六角レンチ（対辺4）

必要工具

ＬＥＤ照明器具付上棚　ＬＥ,ＣＬＥ，ＵＬＲＬＥ型

仕様

仕様

ＬＥ,ＣＬＥ型　ＬＥＤ照明器具付上棚　組立説明図

ＵＬＲＬＥ型　ＬＥＤ照明器具付上棚　組立説明図

中間スイッチ付４ｍコード

中間スイッチ付４ｍコード


